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内容の要旨及び審査の結果の要旨
限局性強皮症は限局した部位の皮膚とその下床の線維性硬化性変化を主徴とし、免疫学的異常が関
与していることが想定されている疾患である。これまでに、特発性肺線維症、全身性強皮症、全身性
エリテマトーデスなどの患者における抗卜ポイソメラーゼ、α抗体の検出が報告されているので、限
局性強皮症患者血清中の抗卜ポイソメラーゼⅡα抗体の有無について検討した。
対象は限局性強皮症が46例で、このうち硬化局面が多発するgeneralizedmorpheal3例、線状の
病変を呈するlinearscleroderma22例､斑状の病変を呈するmorplleall例であった｡対照として全
身性強皮症37例､全身性エリテマトーデス２６例､皮膚筋炎20例､健常人42例についても検討した。
精製ヒトトポイソメラーゼIIaを抗原として用いたＥｕＳＡ法で、抗卜ポイソメラーゼ、α抗体価
はgenera】izedmorphea、１inearscleroderma、morpheaのいずれにおいても健常人より有意に上昇
していた。全身性強皮症、全身性エリテマトーデス、皮膚筋炎患者と健常人の間に有意差は認められ
なかった。抗卜ポイソメラーゼⅡα抗体は限局性強皮症の７６％に陽性で、病型別にはgeneralized
morpheaの８５％、linearsclerodermaの７３％、morpheaの73％に陽性であった。これに対し全身性
強皮症患者では13％､全身性エリテマトーデス患者では8％､皮膚筋炎患者では10％､健常人では7％
に陽性であった。ＩｇＧ型抗卜ポイソメラーゼⅡα抗体陽性群では、斑状病変の数、病変の総数が陰性
群に比較し有意に多く、抗ヒストン抗体の陽性率が有意に高い特徴がみられた。免疫プロット法でも
患者血清中の抗卜ポイソメラーゼ11α抗体を検出するとともに、この抗体は卜ポイソメラーゼ11αの
酵素活性を阻害していた。
全身性強皮症においては抗卜ポイソメラーゼＩ抗体が特異的に検出されることと考え合わせると、
これらトポイソメラーゼファミリーが、抗原として限局性強皮症および全身性強皮症を含む線維化の
病態に関連している可能性が考えられた。
本研究は、抗卜ポイソメラーゼに対する自己抗体の強皮症での動態を解析した論文であり、皮膚科
学のみならず臨床免疫学の進歩に寄与する労作であり、学位に値すると評価された。
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